
・３/５（火）“お別れ会”があります。「こども園を忘れないでね」という気

持ちを込めて、在園児さんかららいおん組さんにプレゼントを渡しま

す。らいおん組さんはお持ち帰り用として、名前を書いた紙袋（A4 サイ

ズが入るもの）を 3/1（金）まで持ってきて下さい。 

・３/２６（火）の修了式は保育の中で行います。園長先生から修了証書

を受け取ったり、作品集を配布したりします。全園児、名前を書いた紙

袋を持ってきて下さい。（A3サイズが入るもの）をご用意下さい。 

・３/１８（月）に保育室の移動があります。その前に荷物の持ち帰りや

移動があります。詳しいことはクラスの掲示にてお知らせしますので、

ご確認下さい。 

5/23（木） 参観・懇談会（４歳児） 

       懇談会（１歳児） 

＜ひよこ組＞ 

１位 ダンス 

２位 音の鳴る玩具 

３位 絵本 

＜りす組＞ 

１位 かけっこ 

２位 ぬいぐるみ 

３位 シール貼り 

＜うさぎ組＞ 

１位 鬼ごっこ 

２位 三輪車・スクーター 

３位 ねんど 

＜きりん組＞ 

１位 バナナ鬼・地蔵鬼等 

２位 写し絵、ぬり絵 

お絵描き 

３位 レゴブロック 

＜ぞう組＞ 

１位 集団遊び 

 （椅子取りゲーム・しっ

ぽとり） 

２位 トランプ 

３位 跳び箱 

＜らいおん組＞ 

１位 ドッジボール 

縄跳び 

２位 サッカー 

鬼ごっこ 

３位 トランプ 

（スピード） 

4/26（金） 親子遠足（5歳児） 

 5/22（水） 参観・懇談（５歳児） 

       懇談会（２歳児） 

 

5/24（金） 参観・懇談会（3歳児） 

       懇談会（0歳児） 

 

発行：名取市増田６丁目１－４０ ０２２－３８２－２７１１名取あけぼのこども園  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月２９日 

  今年度も残り一ヶ月となりました。卒園式の練習も始まり、5 歳児さんの歌やお別れ

の言葉を練習している声を聞いていると、「寂しいな・・・」と感じる今日この頃です。 

３月になると、進級に向けて保育室が変わり、「一つお兄さん・お姉さんになるんだ」と

いう嬉しい気持ちと、不安になる気持ちが入り混じる頃です。少しでも子どもたちが安

心して、自信を持って新しいクラス、小学校へ行くことができるように、一人一人の気

持ちに寄り添い、丁寧に保育をしていきたいと思います。 

                                         

３月の
予定 

 

1日（金） ひな祭り誕生会 

５日（火） お別れ会 

７日（木） まなびタイム（５歳児） 

８日（金） 体操教室（３・４・５歳児） 

１２日（火） 食育「クッキー作り」（５歳児） 

１６日（土） 卒園式 

１９日（火） 避難訓練 

２２日（金） まなびタイム（４歳児） 

２６日（火） 修了式 

※３/２７（水）～４/２（火） 1号春季休暇 

4、5月の保護者参加行事 できることが増えて、この１年間で

遊びも色々変わっていきました。来

年度はどんな遊びが盛り上がるの

でしょうか♬ 



＜２月のねらい＞ 

・保育教諭や友達とのやり取りを楽しむ。 

・外気に触れ、身体を動かして遊ぶ事を楽しむ。 

 

＜２月のねらい＞ 

・意見を出し合いながら自分なりの力を発揮して

友達と遊びを進める楽しさを味わう。 

・冬の自然の変化に興味や関心を持ち、見たり、

触れたりする等遊びに取り入れて楽しむ。 

 

・保育教諭が遊ぶ姿を見せたり仲立ちをしながら友達

と関わる機会を設けてきたことで、子ども達同士でま

まごとやブロック遊びをしながら、ごっこ遊びや見立

て遊びを楽しむようになりました。 

・2月も暖かい日が多く、戸外でたくさん遊ぶことが

できました。「よーいどんしよう」とかけっこに誘って

きたことで、今では子ども達の方から「せんせい、か

けっこしよう」と言って遊びが始まり、たくさん体を

動かして遊ぶことを楽しんでいます。 

・お店屋さんごっこの準

備をみんなで考えを出

し合いながら進めまし

た。その中で必要に応じ

て仲立ちしていく事で

友達と作ったものを見

せ合ったり、「それ、かわ

いいね」「こうしようよ」

など思いやイメージを

伝え合ったりしながら

同じ目的に向かって遊

びを進め、楽しんでいま

した。 

・冬ならではの自然事象に関心が持

てるよう、吐く息の白さや地面に張っ

た氷等に目が向けられるよう保育を

進めていきました。氷の硬さ、重さ、

透き通る様子など様々な感覚を刺激

されたり発見したりしていました。雪

遊びでは雪の上を走ったり、歩いたり

し、いつもと違う感覚やそり滑りで感

じる爽快さ、手で触るだけでなく、雪

の上に寝転がって腕や足を動かして 

全身で雪の感触を楽しんでいました。 

 

 

 

 

 


